
人のうごき
（18．12．1 現在）

世帯数�10,042� ＋7
人　口�24,076� －6
 （男）� 11,383�－15
 （女）� 12,693� ＋9

11月中の
異動状況

出生  19
死亡  20
転入  25
転出  30

今月の主な内容
●年頭のあいさつ

●名誉市民・宿毛大使ご紹介

●集中改革プラン履行状況

●めざそう生涯の「健康」と「自立」

●平成17年度決算状況
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乗って残そう土佐くろしお鉄道！！
土佐くろしお鉄道中村・宿毛線がこの秋開通10周年を迎えます。
（写真：サニーくん、サンコちゃんと対面した中央保育園の子どもたち）

サニーくん
土佐くろしお鉄道中村・宿毛線イメージキャラクター

サンコちゃん
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②

　
平
成
１９
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

市
民
の
皆
様
に
は
希
望
に
満
ち
た

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
各
種
選
挙
の
年
で
ご
ざ

い
ま
す
。
春
の
県
議
会
議
員
と
市

議
会
議
員
、
夏
の
参
議
院
議
員
、

そ
し
て
秋
の
知
事
お
よ
び
市
長
選

挙
と
続
き
ま
す
。
い
ず
れ
も
市
民

の
皆
様
に
密
接
に
関
係
の
あ
る
選

挙
で
す
。
政
治
に
市
民
の
声
を
反

映
さ
せ
る
た
め
に
も
必
ず
投
票
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
し
い
取
り
組
み
と

し
て
宿
毛
大
使
を
委
嘱
い
た
し
ま

し
た
。
今
後
は
宿
毛
大
使
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
宿
毛
市
の
活
性
化

策
と
し
て
農
林
水
産
物
を
使
っ
た

特
産
品
の
開
発
を
進
め
、
販
売
経

路
の
拡
大
を
図
る
な
ど
、
宿
毛
を

全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
参
り
ま
す
。
ま

た
工
業
団
地
や
宿
毛
湾
港
工
業
流

通
団
地
を
中
心
に
企
業
誘
致
に
努
め
、

雇
用
の
促
進
を
引
き
続
き
図
っ
て

参
り
ま
す
。

　
宿
毛
湾
港
に
つ
き
ま
し
て
は
、

豪
華
客
船
の
寄
港
も
定
着
し
、
宿

毛
湾
の
良
さ
、
ま
た
市
民
の
皆
様

の
暖
か
い
も
て
な
し
が
広
く
認
知

さ
れ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
後
も
四
国
西
南
地
域
の
中
核
港

と
し
て
、
よ
り
一
層
の
利
活
用
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
防
波
堤
の
整
備

工
事
な
ど
、
企
業
や
国
・
県
に
も

働
き
か
け
て
参
り
ま
す
。

　
行
財
政
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
民
の
地
方
行
政
に
対
す
る
信
頼

が
失
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
見
受
け

ら
れ
た
昨
年
の
出
来
事
を
他
人
事

と
せ
ず
、
襟
を
正
し
、
職
員
と
一

丸
と
な
っ
て
住
民
の
信
頼
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。
本

市
は
、
今
後
も
少
子
高
齢
化
や
過

疎
化
に
よ
る
人
口
の
減
少
が
予
測

さ
れ
、
行
財
政
運
営
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
様
が
暮
ら
し
や
す
く
、

活
力
あ
る
宿
毛
市
づ
く
り
を
第
一

に
考
え
、
そ
の
為
の
事
業
を
優
先

的
に
実
施
し
て
参
り
ま
す
。
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
き
ま
し
て
は
、

多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
専
門
性
を
持
っ
た

職
員
の
養
成
や
接
遇
研
修
を
行
う

な
ど
、「
行
動
を
起
こ
せ
、
起
こ
さ

ね
ば
何
も
変
わ
ら
な
い
」
と
の
思

い
を
持
っ
て
職
員
教
育
を
徹
底
し
、

市
民
の
皆
様
に
気
軽
に
来
庁
し
て

い
た
だ
け
る
市
役
所
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も

ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

健
康
で
幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
こ

と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
１９
年
の
年
頭

に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
様
に
市
議

会
を
代
表
し
て
、
心
か
ら
お
喜
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
市
政

に
対
す
る
温
か
い
ご
理
解
と
絶
大

な
る
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
議
長
に
就
任
し
て
以
来
、

円
滑
な
議
会
運
営
と
市
政
の
発
展
、

住
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
、
誠
心

誠
意
努
力
し
て
参
り
ま
し
た
。
お

陰
様
を
も
ち
ま
し
て
、
今
日
ま
で

大
過
な
く
責
務
を
果
た
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、

市
民
の
皆
様
方
な
ら
び
に
議
員
各

位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
と
衷

心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、
現
在
、
地
方
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
展

や
過
疎
化
に
よ
る
人
口
の
減
少
、

公
共
事
業
の
大
幅
削
減
、
地
方
交

付
税
の
見
直
し
な
ど
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
は
夕
張
市
の
財
政
破
綻
が

大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
こ
と
は
旧
来
の
よ
う
な
中
央

依
存
体
質
か
ら
脱
却
し
、
地
元
に

で
き
る
こ
と
は
地
元
で
担
う
と
い

う
気
概
を
も
っ
て
行
財
政
改
革
や

地
域
活
性
化
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
、
地
方
の
自
立

が
困
難
な
時
代
が
来
て
い
る
こ
と

を
雄
弁
に
物
語
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
ど
も
市
議
会
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
議
員
報
酬
の
減
額
や
次
回

選
挙
か
ら
の
定
数
削
減
な
ど
議
会

の
ス
リ
ム
化
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
し
た
が
、
今
後
も
市
政
を
取
り

巻
く
状
況
を
的
確
に
把
握
す
る
中
で
、

地
域
住
民
の
声
を
反
映
し
、
そ
の

機
能
を
十
分
に
発
揮
し
て
当
面
す

る
地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
今
後
も
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
、
住
民
福
祉
の
向
上
を

図
る
た
め
執
行
部
と
協
力
し
な
が

ら
よ
り
よ
い
方
向
を
模
索
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
市
民
の
皆
様
方
の
ご

期
待
に
応
え
る
よ
う
決
意
も
新
た

に
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
も

相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
新
し
い
年
が
皆

様
に
と
り
ま
し
て
穏
や
か
で
良
き

１
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

謹
賀

新
年

宿
毛
市
議
会
議
長
　
岡

村

佳

忠

宿

毛

市

長
　
中

西

清

二



広報すくも  2007.1③

　
宿
毛
市
で
は
、
市
に
縁
故
の
深

い
方
で
、
市
に
功
績
の
あ
っ
た
方
、

ま
た
広
く
社
会
文
化
、
産
業
の
興

隆
等
に
卓
絶
し
た
功
績
が
あ
っ
た

方
に
対
し
、
宿
毛
市
名
誉
市
民
の

称
号
を
贈
り
、
そ
の
功
績
を
た
た

え
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
１２
月
行
わ
れ
ま
し
た
平
成

１８
年

第
４
回
宿
毛
市
議
会
定
例
会
で
、宿

毛
市
と
し
て
初
め
て
２
名
の
方
に

宿
毛
市
名
誉
市
民
の
称
号
を
贈
る

こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

昭
和
９
年
宿
毛
市
に
生
ま
れ
、
宿

毛
高
等
学
校
を
卒
業
後
、
東
京
芸

術
大
学
へ
進
学
。
在
学
中
よ
り
独

立
美
術
協
会
展
を
中
心
に
活
動
す
る
。

昭
和

５８
年
に
は
芸
術
選
奨
文
部
大

臣
賞
を
受
賞
、
昭
和

６０
年
に
は
紺

綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
る
な
ど
、
数
々

の
受
賞
を
重
ね
現
在
に
至
る
。
宿

毛
市
に
お
い
て
は
多
数
の
自
作
絵

画
を
寄
贈
さ
れ
、
本
市
の
芸
術
文

化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
市
政
善
行
者
、
市
政
功
労
者

と
し
て
表
彰
し
て
い
る
。
多
く
の

作
品
の
中
に
故
郷
宿
毛
の
原
風
景

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
描
写
が
あ
り
、

氏
の
描
い
た
作
品
か
ら
は
故
郷
へ

の
愛
着
心
と
望
郷
の
念
を
強
く
感

じ
さ
せ
ま
す
。

昭
和

１２
年
愛
媛
県
に
生
ま
れ
、
早

稲
田
大
学
を
卒
業
後
、
法
学
博
士

と
な
り
、
平
成
６
年
か
ら

１４
年
ま

で
第

１４
代
早
稲
田
大
学
総
長
を
務

め
ら
れ
る
。
こ
の
間
、
宿
毛
市
出

身
で
あ
り
早
稲
田
大
学
建
学
の
母

と
称
さ
れ
る
「
小
野
梓
」
の
顕
彰

に
努
め
ら
れ
、
本
市
と
の
交
流
を

深
め
る
中
で
梓
公
園
の
整
備
に
お

け
る
本
市
へ
の
寄
附
に
も
尽
力
さ

れ
る
。
総
長
退
官
後
も
本
市
の
民

間
組
織
で
あ
る
「
梓
会
」
と
の
交

流
を
継
続
さ
れ
、
毎
年
本
市
で
開

催
さ
れ
る
「
梓
立
祭
」
に
お
い
て

は
早
稲
田
関
係
者
の
出
席
に
尽
力

さ
れ
て
い
る
。
今
年
本
市
で
開
催

さ
れ
る
「
早
稲
田
フ
ェ
ス
タ
」
の

開
催
決
定
は
、
氏
の
絶
大
な
る
推

薦
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
す
。　

　
本
市
に
ゆ
か
り
が
あ
り
、
県
外

で
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
活

躍
さ
れ
て
い
る
方
を
「
宿
毛
大
使
」

と
し
て
任
命
し
、
本
市
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
お
よ
び
観
光
や
産
業
の

振
興
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

　
大
使
の
中
に
は
、
土
佐
く
ろ
し

お
鉄
道
の
宿
毛
駅
舎
復
興
チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
に
来
て
い
た
だ

い
た
中
尾
ミ
エ
さ
ん
を
は
じ
め
、

世
界
的
ソ
プ
ラ
ニ
ス
タ
の
岡
本
知

高
さ
ん
や
、現
在
大
相
撲
で
活
躍
中

の
豊
ノ
島
関
な
ど
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

　
今
回
は
大
使
の
お
名
前
だ
け
の

ご
紹
介
に
な
り
ま
す
が
、
詳
細
は

来
月
号
で
掲
載
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
企
画
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

宿
毛
大
使
の
皆
さ
ん

泉
　
　
正
史

伊
藤
　
偵
之

大
ぞ
の
千
恵
子

岡
本
　
知
高

恩
田
　
良
一

木
下
　
育
美

木
原
　
光
知
子

口
元
　
周
策

後
藤
　
由
美
子

菅
原
　
英
基

闍
橋
　
伍
郎

高
橋
　
良
定

瀧
澤
　
滋

立
田
　
弘
士

玉
木
　
良
知

豊
ノ
島
大
樹

中
尾
　
ミ
エ

中
西
　
清
起

西
田
　
正
紀

萩
原
　
智
子

橋
本
　
秀
基

日
野
　
乾
太
郎

平
松
　
里
恵

由
良
　
和
久

米
盛
　
重
保

（
50
音
順
・
敬
称
略
）

奥谷画伯の作品「樹」小野梓記念公園（真丁）

宿
毛
大
使
紹
介

宿
毛
市
初
め
て
の
名
誉
市
民
に

奥
谷
　
博
　
氏（

画
家
）

奥
島
　
孝
康
　
氏

（
法
学
博
士
）



④

最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

　
高
知
県
電
子
応
用
装
置
、
電
子

部
品
・
デ
バ
イ
ス
製
造
業
最
低
賃

金
が
改
正
に
な
り
ま
し
た
。

時
間
額
　
７
１
１
円

（
平
成

１８
年

１２
月

３０
日
改
正
発
効
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
高
知
労
働
局
賃
金
室

　
蕁
０
８
８
―

８
８
５
―

６
０
２
４

就
職
面
接
会
　

　
｜
ワ
ー
ク
チ
ャ
ン
ス
2
0
0
7
｜

　
幡
多
地
域
の
企
業
と
の
出
会
い

の
場
「
就
職
面
接
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
仕
事
を
お
探
し
の
方
な
ら

ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

参
加
費
は
無
料
で
、
事
前
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
２
月
８
日

（木）
１３
時
〜

１６
時

　
　
　
　（
受
付

１２
時

３０
分
〜

１３
時
）

場
　
所

　
新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十
　
２
階

当
日
ご
持
参
い
た
だ
く
も
の

・「
参
加
申
込
書
」

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
四
万
十
、
市

役
所
玄
関
、
各
支
所
、
各
隣

保
館
に
あ
り
ま
す
。

・「
履
歴
書（
写
真
貼
付
）」

※
面
接
希
望
の
事
業
所
の
数
だ

け
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
四
万
十

　
蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

１
１
５
５

　
面
接
会
へ
の
参
加
企
業
も
募
集

し
て
い
ま
す
。
企
画
課
（
蕁
６
３
―

１
１
１
８
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

同
日
開
催
！

就
職
面
接
会
事
前
セ
ミ
ナ
ー

日
　
時

　
２
月
８
日

（木）

　
１０
時
〜

１１
時

３０
分

場
　
所

　
新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十
　
２
階

テ
ー
マ

　「
面
接
を
ど
う
勝
ち
抜
く
か
！
」

参
加
料
　
無
料

定
　
員
　

３０
名

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
高
知
県
労
使
就
職
支
援
機
構

　
蕁
０
８
８
―

８
２
１
―

０
０
０
３

行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
案
内

　　
１
月
７
日
に
行
わ
れ
る
「
平
成

１９
年
宿
毛
市
成
人
式
」
の
模
様
を

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
行
政
チ
ャ
ン

ネ
ル
（
５
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
で
録
画

放
送
し
ま
す
。

放
送
日
程

　
１
月

１３
日

（土）
　

１５
時
〜

　
１
月

１６
日

（火）
　

１９
時
〜

　
１
月

１８
日

（木）
　

２２
時
〜

　
１
月

２３
日

（火）
　

２２
時
〜

　
１
月

２７
日

（土）
　

１５
時
〜

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

　
長
年
に
わ
た
り
宿
毛
市
議
会
議

員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
高
邁
な
政

治
信
念
を
も
っ
て
宿
毛
市
の
発
展

と
住
民
福
祉
の
向
上
に
多
大
の
貢

献
を
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　　
平
成

１７
年
国
勢
調
査
の
調
査
員

に
従
事
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

平
成

１８
年
度
統
計
調
査
功
績
者
と

し
て
、
総
務
大
臣
よ
り
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
沖
の
島
の
学
校
統
合
や
幡
多
け

ん
み
ん
病
院
内
へ
の
分
室
の
立
ち

上
げ
な
ど
、
長
年
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

の
成
果
が
認
め
ら
れ
、
日
本
Ｐ
Ｔ

Ａ
全
国
協
議
会
会
長
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　
競
売
に
か
け
ら
れ
て
い
た
旧
暴

力
団
事
務
所
へ
の
暴
力
団
関
係
者

の
再
入
居
を
防
止
す
る
た
め
、
市

民
の
方
々
な
ど
か
ら
協
力
金
を
募
り
、

落
札
す
る
な
ど
、
暴
力
追
放
の
活

動
に
対
し
て
警
察
庁
長
官
、
全
国

暴
力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
会

長
の
連
名
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

竹
葉
　
　
勝
　
氏

岡
闢
　
正
勝
　
氏

宿
毛
地
区
暴
力
追
放
推
進
協
議
会

川
島
　
麻
沙
代
　
氏

上下水道課  蕁63－1009

公共下水道に

加入しましょう

SwanTV 蕁62－0888

スワンＴＶに

加入しましょう

竹葉 勝 氏川島 麻沙代 氏

岡闢 正勝 氏

情

報

コ

ー

ナ

ー

1月

睦　月
January

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

各
分
野
で
の
功
績
が
認
め
ら
れ
次
の
方
々
が
表
彰
を
う
け
ら
れ
ま
し
た
。

旭
日
双
光
章

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会

会
長
賞

暴
力
追
放
功
労
特
別

表
彰

統
計
功
績

総
務
大
臣
表
彰



広報すくも  2007.1⑤

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、

宝
く
じ
の
収
益
を
財
源
に
、
（財）
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
普

及
広
報
事
業
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
に
対
し
て
助
成
す
る
も
の

で
す
。

　
和
田
地
区
が
取
り
組
み
ま
し
た

松
田
川
左
岸
沿
い
の
堤
防
に
ス
イ

セ
ン
を
植
え
、
地
域
を
緑
化
さ
せ

る
活
動
に
助
成
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
美
化
活
動
と
連
動
し
て
、

花
々
を
植
え
る
こ
と
に
よ
る
緑
化

が
ま
す
ま
す
活
発
に
取
り
組
ま
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　
放
送
大
学
で
は
平
成
１９
年
度
第

１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

の
放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う

通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
、
生
涯
学
習

や
退
職
後
の
生
き
が
い
作
り
と
し
て
、

幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん

で
い
ま
す
。

○
１５
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目

か
ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・

科
目
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き

ま
す
。

○
１８
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を

お
持
ち
の
方
な
ら
、
無
試
験
で

全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
、

４
年
以
上
在
学
し
て
、
１
２
４

単
位
を
取
得
し
卒
業
す
る
と
、

学
士
（
教
養
）
を
取
得
で
き
ま
す
。

○
体
系
的
に
ひ
と
つ
の
分
野
を
学

べ
る
よ
う
に
大
学
が
指
定
し
た

科
目
群
か
ら
一
定
数
単
位
を
取

得
し
た
方
に
認
証
状
を
差
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
ら
に
専
門
的
に
学
び
た
い
方

に
は
、
大
学
院
も
併
設
し
て
い
ま
す
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

募
集
期
限

　
２
月
１５
日
（木）
ま
で

【
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
放
送
大
学
高
知
学
習
セ
ン
タ
ー

　
蕁
０
８
８
―

８
４
３
―

４
８
６
４

　http://w
w
w
.u-air.ac.jp

ロ
ー
タ
リ
ー
が
あ
な
た
の
夢

を
か
な
え
ま
す

　　
宿
毛
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、

「
今
」
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
が
ど

ん
な
夢
を
持
ち
、
ど
う
取
り
組
ん

で
い
る
か
に
関
心
を
持
ち
、次
代
を

狙
う
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
か
な
え

る
た
め
の
手
助
け
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
の
活
性
化
と
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
期
待
し
て
、
昨
年

度
か
ら
「
ロ
ー
タ
リ
ー
が
あ
な
た

の
夢
を
か
な
え
ま
す
」
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
も
「
夢
」
を
テ
ー
マ
に
作

品
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
た
く
さ
ん

の
応
募
が
あ
り
、
各
部
門
で
次
の

方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。　

作
文
の
部

優
秀
賞

　
楠
　
　
智
恵
　
宿
毛
中
２
年

佳
　
作

　
桑
原
　
未
羽
　
宿
毛
中
２
年

　
清
家
　
舞
香
　
宿
毛
中
２
年

　
小
栗
　
直
己
　
宿
毛
中
２
年

４
コ
マ
漫
画
の
部

佳
　
作

　
谷
　
　
美
栄
　
小
筑
紫
中
３
年

絵
画
の
部

佳
　
作

　
助
岡
由
紀
恵
　
片
島
中
２
年

書
道
の
部

優
秀
賞

　
久
保
　
友
花
　
片
島
中
３
年

※
夢
を
か
な
え
る
た
め
の
支
援
を

行
う
特
別
賞
受
賞
作
品
は
、
今

回
残
念
な
が
ら
該
当
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
蕁
６
３
―

３
４
１
６

乗
っ
て
残
そ
う

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
㈱
 

蕁
0
8
8
0
｜

3
5
｜

5
2
4
0

やなせたかし／土佐くろしお鉄道

サニーくん サンコちゃん

宿毛市立墓地公園使用希望者募集中

宿毛市立墓地公園（和田）の使用希望者を募集
しています。

区 画 面 積　７．５裃（間口２．５袤×奥行３．０袤）
永代使用料　５００，０００円
永代管理料　２０，６００円
使 用 期 間　許可を受けた後永代
対　象　者　次のいずれかの方
　　　・宿毛市に住所または本籍を有する方。
　　　・市内に既に祖先の墳墓を有する方。
売り切れ次第終了となります。お早めにお問い
合わせください。

【問い合わせ先】　環境課　蕁６３―１６９７

㈱
宿
毛
フ
ェ
リ
ー
 
蕁
6
2
｜

1
1
0
0

コ
バ
ル
ト
色
の
夢
航
路

宿
毛
　
 

佐
伯

宿
毛
　
 

佐
伯

3
時
間



⑥

年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

源
泉
徴
収
票
が
送
付
さ
れ
ま
す

　
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
お

よ
び
共
済
組
合
な
ど
か
ら
支
給
さ

れ
る
老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事

由
と
す
る
年
金
は
、所
得
税
法
上「
雑

所
得
」
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
課

税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
で
は
、

老
齢
年
金
の
受
給
者
全
員
に
「
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
を
送

付
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
（
毎

年
１
月
下
旬
）
。

　
こ
の
「
源
泉
徴
収
票
」
に
は
、

平
成
１８
年
中
に
支
払
わ
れ
た
年
金

の
総
額
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ

た
介
護
保
険
料
の
金
額
、
源
泉
徴

収
税
額
お
よ
び
控
除
内
容
な
ど
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
確
定
申
告
の
際
に
は
、
こ
の
「
源

泉
徴
収
票
」
が
必
要
で
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
万
が
一
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、

社
会
保
険
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

に
つ
き
ま
し
て
は
、
課
税
の
対
象

と
な
っ
て
い
な
い
た
め
「
源
泉
徴

収
票
」
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

２０
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
２０
歳
に
な
る
と
み
ん
な
「
国
民

年
金
」
に
加
入
し
な
い
と
い
け
な

い
こ
と
、
ご
存
じ
で
す
か
？
「
国

民
年
金
」
は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん

病
気
や
け
が
な
ど
で
収
入
が
と
だ

え
て
も
、
誰
も
が
安
心
し
た
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
社
会
全
体
で
支

え
あ
う
制
度
で
す
。

　
２０
歳
に
な
る
と
、
ま
ず
年
金
手

帳
と
納
付
案
内
書
が
送
ら
れ
て
き

ま
す
。
そ
の
年
金
手
帳
に
記
載
さ

れ
た
基
礎
年
金
番
号
は
、
年
金
を

受
給
す
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
会

社
に
就
職
す
る
と
き
な
ど
一
生
涯

使
い
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

　
「
国
民
年
金
」
は
、
学
生
の
皆
さ

ん
に
も
保
険
料
の
納
付
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
を
ご
利
用
い
た
だ

く
と
、
在
学
期
間
中
の
保
険
料
を

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
以
外
の
２０
歳
代
の

方
に
は
、
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
に
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
制
度
も
市
役
所
の
年

金
係
で
受
け
付
け
し
ま
す
の
で
、

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
に

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　休
日
・
時
間
外
年
金
相
談
の
お
知

ら
せ
（
１
月
）

　
高
知
社
会
保
険
事
務
局
幡
多
事

務
所
で
は
、
休
日
・
時
間
外
の
年

金
相
談
を
次
の
と
お
り
行
っ
て
い

ま
す
。
混
雑
も
少
な
い
で
す
の
で

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
電
話
で
の
予
約
も
１
カ

月
前
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

・
時
間
外
年
金
相
談

　
１
月
９
日
（火）
　
１７
時
〜
１９
時

・
休
日
年
金
相
談

　
１
月
１３
日
（土）
　
９
時
３０
分
〜
１６
時

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
知
社
会
保
険
事
務
局
幡
多
事
務
所

蕁
０
８
８
０
―

３
４
―

１
６
１
６

　
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
を

対
象
に
、
確
定
申
告
書
の
記
載
や

作
成
方
法
の
説
明
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

　
申
告
期
間
中
は
税
務
署
や
税
務

課
窓
口
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
２
月
５
日
（月）
・
６
日
（火）

　
９
時
３０
分
〜
１１
時

　
１３
時
〜
１６
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

　
多
目
的
ホ
ー
ル

次
の
書
類
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
確
定
申
告
書
用
紙
（
郵
送
さ
れ

て
い
な
い
方
は
当
日
交
付
し
ま
す
。）

・
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
、

公
的
年
金
以
外
の
収
入
の
あ
る

方
は
そ
の
所
得
の
計
算
に
必
要

な
も
の
（
給
与
所
得
の
源
泉
徴

収
票
な
ど
）

・
国
民
健
康
保
険
税
の
支
払
額
の

わ
か
る
書
類
、
国
民
年
金
・
国

民
年
金
基
金
の
控
除
証
明
書

・
生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
の

控
除
証
明
書

・
医
療
費
控
除
の
申
告
を
さ
れ
る

方
は
、
平
成
１８
年
中
に
支
払
っ

た
医
療
費
の
領
収
書

・
印
鑑
、
筆
記
用
具
、
計
算
用
具
、

還
付
金
振
込
口
座
の
通
帳
な
ど

　
な
お
、「
所
得
税
の
確
定
申
告
の

手
引
き
」
や
昨
年
の
申
告
書
控
な

ど
を
参
考
に
し
て
、
ご
自
分
で
申

告
書
の
作
成
が
で
き
る
方
は
、
郵

送
に
よ
り
提
出
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
確
定
申
告
は
、
国
税
電

子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
通
称

ｅ
｜
Ｔ
ａ
ｘ
）
に
よ
る
提
出
も
で
き

ま
す
。
積
極
的
な
ご
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.n
ta.g
o
.jp

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

中
村
税
務
署
個
人
課
税
部
門

蕁
０
８
８
０
―

３
５
―

２
１
３
５

宿
毛
市
税
務
課
住
民
税
係

蕁
６
３
―

１
１
１
５

確
定
申
告
説
明
会

公
的
年
金
等
の

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
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有料広告有料広告

集中改革プランの履行状況について
１１月２８日宿毛市役所において、宿毛市行政改革推進委員会が開催され、宿毛市行政改革大綱集中改革プランの
平成１８年度履行状況を報告しました。会では、委員の方々から質問や更なる改革推進についてのご提言をいた
だきましたので、今後の改革に活かしていきたいと考えています。
市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。主な履行状況は次のとおりです。

※集中改革プランの履行状況に関する各項目の詳しい内
容については、宿毛市ホームページをご覧いただくか、
総務課に冊子がありますので必要な方には配布します。 

【問い合わせ先】
総務課　蕁６３－０９４８

５１項目中４０項目の見直しを実施し、約８，４００万円が削減され
ました。

市単独補助金の廃止　　　　　　２３，９６０，０００円の減
介護支援センター運営事業の見直し　２８，３９４，０００円の減
各種委託契約の見直し　　　　　　２，９００，０００円の減
清掃業務委託の見直し　　　　　　２，６６５，０００円の減　等

●事務事業の見直し

２５項目中、税、各種使用料等の徴収率向上に努め、併せて職
員給与の５％削減等により経費の削減を実施しました。また、
人材育成基本方針および実施計画を策定しました。

各種検診費用徴収額の改定　　　３，４５０，０００円の増
窓口証明手数料の改定　　　　　　　４０，０００円の増
東庁舎の一部返還　　　　　　　５，８９６，０００円の減
職員給料の見直し（５%減）　１０５，８９０，０００円の減　等

●効率的な行財政運営と職員の能力開発等の推進�

６項目中全ての項目の適性化を実施し、３，３２５万９千円の削
減を実施しました。

給料表の是正　　　　１２，６７７，０００円の減�
各種手当の見直し　　１８，２０１，０００円の減
特別職給与の見直し　　２，３８１，０００円の減

●給与・手当の適正化

３つの公社の経営健全化および廃止に向けて取り組みを実施し
ました。

土地開発公社：

清 掃 公 社：
観光開発公社：

人件費の縮減を実施し、保有土地の減少に取
り組んでいます。
一部業務について、民間委託等を検討中です。
管理施設がなくなったことにより、解散準備
中です。

●外郭団体の見直し

市役所内の機構改革を実施すると
ともに、支所・学校・保育所の統
廃合に向けて、地元や関係者と協
議を実施しています。

●組織・機構の見直し

２０項目のうち、５施設について指
定管理者制度の導入を実施しまし
た。他の各施設においても指定管
理者制度および業務委託等を含め
て対応、検討しています。

●民間委託等の推進

３項目について、経営健全化に向
けて取り組みを実施しています。

●第三セクターの見直し

職員の減員について、プランでは
平成１７年度に５名、平成１８年度
に２名でしたが、２年間で２０名を
減員し１億１，６７２万４千円を減額
しました。

●市役所定員管理の適正化

議員定数を次期改選時から１６人
に減員し、議員報酬を５％削減し
ました。

●議員定数・報酬の見直し

株式会社　西南葬祭
ＴＥＬ ０８８０－６５－５８５８　FAX ０８８０－６５－５１３１

葬儀にまつわる事全般、お任せください。

２４時間待機　宿毛市錦口１０９８－２問い合わせ先

〒788－0047 宿毛市橋上町平野228
TEL 0880－64－0755
〒788－0034 宿毛市大深浦686－1
TEL 0880－65－0227

代表者 樋口

（橋上・大深浦）



⑧

　
千
年
余
り
も
昔
の
こ
と
で
し

た
。
�

　
平
安
文
化
も
花
開
き
、
海
外

と
の
往
来
も
始
ま
っ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
か
げ
で
は
、
都
人

達
の
み
に
く
い
政
争
が
く
り
広

げ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
�

　
昌
泰
四
年
（
九
〇
一
年
）

頃
、
と
き
の
左
大
臣
藤
原
時
平

達
に
よ
っ
て
、
菅
原
道
真
は
右

大
臣
の
職
を
追
わ
れ
、
大
宰
権

帥
と
い
う
低
い
地
位
に
お
と
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
道
真
は

都
を
離
れ
て
は
る
ば
る
と
、
筑

紫
の
国
、
九
州
の
大
宰
府
ま
で

行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
�

　
長
男
の
高
視
も
高
知
の
潮
江

に
追
わ
れ
、
親
子
で
都
を
離
れ

て
暮
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
ま
し
た
。
�

　
道
真
は
、
都
で
も
と
て
も
仕

事
の
で
き
る
人
だ
っ
た
の
で
、

時
平
達
は
そ
れ
を
ね
た
ん
で
、

理
由
を
つ
く
っ
て
親
子
を
遠
い

国
に
追
い
や
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
�

　
筑
紫
に
下
る
道
真
達
が
、
豊

後
水
道
に
さ
し
か
か
る
頃
、
大

嵐
が
船
旅
の
一
行
に
お
そ
い
か

か
り
ま
し
た
。
�

　
船
は
風
に
追
わ
れ
、
波
に
た

た
か
れ
、
と
う
と
う
今
の
小
筑

紫
の
港
ま
で
流
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

な

の

か

じ

ま

せ
ん
ね
ん
あ
ま

す
く
も

み

ん

わ
む
か
し

へ
い
あ
ん
ぶ
ん
か

は
な
ひ
ら

か
い
が
い

お
う
ら
い

は
じ

み
や
こ
び
と

た
ち

せ
い
そ
う

ひ
ろ

し
ょ
う
た
い
よ
ね
ん

き
ゅ
う
ひ
ゃ
く
い
ち
ね
ん

こ
ろ

さ
だ
い
じ
ん
ふ
じ
わ
ら
と
き
ひ
ら

た
ち

す
が
わ
ら
み
ち
ざ
ね

う

だ
い
じ
ん

し
ょ
く

お

だ
ざ
い
ご
ん
の

そ
つ

ひ
く

ち

い

み
ち
ざ
ね

み
や
こ

は
な

つ
く

し

く
に

き
ゅ
う
し
ゅ
う

だ

ざ

い

ふ

い
ち
ょ
う
な
ん

た

か

み

こ

う

ち

う
し
お
え

お

お

や

こ

み
や
こ

は
な

く
ら

み
ち
ざ
ね

み
や
こ

し

ご
と

ひ
と

と
き
ひ
ら
た
ち

り

ゆ

う

お

や

こ

と
お

く
に

お

つ
く
し

く
だ

み
ち
ざ
ね
た
ち

ぶ
ん

ご
す
い
ど
う

こ
ろ

お
お

あ
ら
し

ふ
な
た
び

い
っ
こ
う

ふ
ね

か
ぜ

お

な
み

い
ま

こ
づ
く

し

み
な
と

な
が

　
新
春
の
恒
例
行
事
と
な
り
ま
し

た
「
芸
能
発
表
会
」
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

　
「
芸
能
発
表
会
」
は
、
公
民
館
サ

ー
ク
ル
の
活
動
を
通
し
て
お
互
い

の
親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
す
る
絶

好
の
舞
台
で
す
。

　
歌
あ
り
踊
り
あ
り
、
迫
力
あ
る

ス
テ
ー
ジ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

入
場
は
無
料
で
す
、
皆
さ
ん
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
時

　
１
月
２１
日
（日）
　
１３
時
〜

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

　
多
目
的
ホ
ー
ル

第
八
回

芸
能
発
表
会

開
催
の
お
知
ら
せ

　
１２
月
２
日
、
３
日
の
両
日
中
央

公
民
館
に
て
は
じ
め
て
の
陶
芸
教

室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
教
室
に
は
、
小
学
生
１５
名
が
参

加
し
て
講
師
の
指
導
の
も
と
、
ろ

く
ろ
を
使
っ
て
は
じ
め
て
の
陶
芸

に
挑
戦
し
、
ペ
ン
立
て
や
花
入
れ

の
ほ
か
、
父
親
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

用
に
と
灰
皿
を
つ
く
る
参
加
者
も

お
り
、
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
作

品
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
作
品
は
２
月
下
旬
に
開
催
予
定

の
ひ
か
り
共
同
作
業
所
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
企
画
展
に
て
展
示
し
ま
す
。

は
じ
め
て
の

陶
芸
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

文教センター
だより

歴史と文化の情報発信　みんなのふれあいスポット

問い合わせ先

中央公民館 蕁63－2618
宿毛歴史館 蕁63－5496
坂本図書館 蕁63－2654

宿
毛
の
民
話七

日

島
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ぶ

じ

り

く

ち

つ

い
ち
ど
う

よ
ろ
こ

あ

み
な
と

な
か

こ

だ

か

し
ま

の
ぼ

し
ま

く
ら

な
の
か

う
み

そ
ら

お

つ

ふ
た
た

き
ゅ
う
し
ゅ
う

ふ

な

で

と

ち

ひ
と
び
と

し
ま

な
の
か
じ
ま

よ

み
ち
ざ
ね

な
が

た
び
じ

つ
づ

つ
く
し

く
に

つ

お
も

つ
く
し

と
も

ひ
と
び
と

み
ち
ざ
ね

こ
と
ば

ち

こ

づ

く

し

こ

づ

く

し

よ

い
ま

り
く

な
の
か
じ
ま

み
ち
ざ
ね

て
ん
ま
ん
ぐ
う

た

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

１１
月
１２
日
に
第
２３
回
宿
毛
川
柳
大

会
が
、
２６
日
に
は
第
３４
回
す
く
も

俳
句
大
会
が
相
次
い
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
大
会
に
は
宿
毛
川
柳
会
（
小
島

進
代
表
）、
す
く
も
俳
句
会
（
篠
田

た
け
し
代
表
）
の
ほ
か
、
県
内
外

か
ら
多
く
の
愛
好
者
が
参
加
し
、

お
互
い
の
作
品
を
批
評
し
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　
優
秀
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

第
２３
回
宿
毛
川
柳
大
会

市
長
賞

旅
に
出
る
古
い
時
計
に
逢
い
た
く
て
�

黒
潮
町
　
黒
岩
　
せ
ん
子

議
長
賞

点
滴
は
ポ
ト
リ
ど
ん
な
に
あ
わ
て
て
も
�
四
万
十
市
　
小
笠
原
　
　

教
育
長
賞

靴
の
紐
か
た
く
結
ん
だ
日
の
決
意
�

宿
毛
市
　
　
澤
田
か
よ
子

第
３４
回
す
く
も
俳
句
大
会
（
松
林
朝
蒼
　
選
）

大
会
賞

裏
祭
ド
ツ
ク
の
船
も
旗
立
て
て
�

土
佐
清
水
市
　
山
崎
　
紀
美
子

大
会
賞

猪
撃
に
酒
盛
り
小
屋
の
あ
り
に
け
り
�

四
万
十
市
　
　
吉
岡
　
鈴
代

大
会
賞

三
つ
鍬
を
担
い
で
出
で
し
里
神
楽
�

四
万
十
市
　
　
亀
井
　
し
げ
み

　
そ
れ
で
も
、
無
事
に
陸
地
に

着
い
た
こ
と
を
一
同
で
喜
び
合

い
、
港
の
中
の
小
高
い
島
に
登

り
ま
し
た
。
�

　
島
で
の
暮
し
が
七
日
た
ち
、

海
も
空
も
す
っ
か
り
落
ち
着
い

て
き
た
の
で
、
再
び
九
州
に
む

か
っ
て
船
出
し
て
い
き
ま
し

た
。
�

　
こ
う
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
か

ら
、
土
地
の
人
々
は
こ
の
島

を
、
七
日
島
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
�

　
こ
の
と
き
道
真
は
、
は
る
ば

る
と
長
い
旅
路
を
続
け
て
き
た

の
で
、
も
う
筑
紫
の
国
に
着
き

つ
つ
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た

の
で
し
ょ
う
、

　
「
こ
こ
も
筑
紫
か
。
」
�

と
、
お
供
の
人
々
に
た
ず
ね
ま

し
た
。
�

　
そ
の
道
真
の
言
葉
か
ら
、
こ

の
地
を
、
小
筑
紫
と
呼
ぶ
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
�

　
今
で
は
陸
つ
づ
き
に
な
っ
た

小
筑
紫
の
七
日
島
に
は
道
真
を

ま
つ
っ
た
天
満
宮
が
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

川
柳
、
俳
句
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

蘚料理図鑑
　『生きる底力』をつけよう

おち とよこ 文／平野 恵理子 絵／福音館書店

蘚ここが知りたい！日本の鉄道1
　新線と廃線

小林 寛則 著／こどもくらぶ 編／旺文社

蘚百まいのドレス
エレナー・エスティス 作／石井 桃子 訳／岩波書店

蘚十二支のことわざえほん
高畠 純 作／教育画劇

蘚建築探偵桜井京介館を行く
篠田 真由美 著／講談社

蘚Run! Run! Run!
桂 望実 著／文芸春秋

蘚ファンタジーのDNA
荻原 規子 著／理論社

蘚きっと見つかる自分未来仕事
経済産業省 編／同友館

坂本図書館

　新 刊 案 内
蘚にっぽん探検大図鑑

小学館

４７都道府県ごとに、
自然、産業、暮らし
の特色を整理。伝統
文化や気候風土によ
る生活の違いや、主
要都市の情報もくわ
しく紹介。豊富なカ
ラー写真とイラスト
図解で、日本の「い
ま」がわかるビジュ
アル図鑑。

蘚歯で守る健康家族
　歯育・食育・治療の決め手

丸橋 賢 文／現代書館

健全な歯のまま手を
着けずに生きる歯育
とは？ムシバや歯周
病にならないための
食育とは？もし罹っ
てしまったときの最
善の治療法とは…？
「良い歯の会」主催
の歯科医師による、
歯科治療に関する知
識をまとめた一冊。
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介護給付費の推移

12
年
度

13
年
度

14
年
度

15
年
度

16
年
度

17
年
度

18

16

14

12

10

8

6

4

2

0

億円

高齢化率の推移

12
年
度

13
年
度

14
年
度

15
年
度

16
年
度

17
年
度

27.0%

26.0%

25.0%

24.0%

23.0%

22.0%

　平成１２年度から始まった介護保険制度ですが、年々
給付費は増加傾向にあり、平成１７年度は約１６億１，２００万
円の介護給付を行いました。１年間に、認定者一人あた
り約１６３万円の介護給付を行っていることになります。
（平成１７年度末の高齢者人口６，３６９人、要介護認定者数
９８７人）

　介護給付費とは、介護サービスを利用した場合に必要
な金額の内、利用者負担の１割を除いた、保険からの給
付です。

　介護給付費は、その半分を保険料によって支えられて
います。したがって、健康で介護を必要としない生活を
送ること、また介護が必要になっても適切なサービスを
選択することが介護保険料の抑制につながります。介護
保険サービスをよりよいサービスにするため、市民の皆
さん一人ひとりのご協力をお願いします。

　
高
齢
に
な
っ
て
も
、
生
き
が
い

を
持
ち
、
健
康
で
介
護
を
必
要
と

し
な
い
生
活
を
目
指
す
た
め
に
は
、

日
ご
ろ
か
ら
の
健
康
管
理
や
積
極

的
な
社
会
参
加
を
心
が
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
宿
毛
市
で
は
、
各

種
健
康
診
査
や
健
康
相
談
、
公
民

館
サ
ー
ク
ル
の
紹
介
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
登
録
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
目
指
し
て

防
ご
う
「
閉
じ
こ
も
り
」

見
つ
け
よ
う
「
生
き
が
い
」

　
体
の
調
子
が
悪
い
と
き
や
、
気
分
が
落

ち
込
ん
だ
と
き
な
ど
、
外
出
が
面
倒
に
な

り
が
ち
で
す
が
、
家
の
中
に
ば
か
り
い
る

と
身
体
機
能
が
弱
っ
て
し
ま
い
、
ま
す
ま

す
動
け
な
く
な
り
ま
す
。
次
の
項
目
に
当

て
は
ま
る
方
は
要
注
意
で
す
。

・
一
度
も
外
出
し
な
い
日
が
あ
る
　
・
何

ご
と
も
面
倒
　
・
近
所
と
の
付
き
合
い
が

な
い
　
・
人
に
会
い
た
く
な
い
　
・
生
活

が
不
規
則
　
・
身
の
回
り
の
変
化
に
気
が

付
か
な
い
、
興
味
が
な
い

　
閉
じ
こ
も
っ
て
ば
か
り
で
は
な
く
、一

日
一
回
は
外
出
し
、
散
歩
な
ど
の
適
度
な

運
動
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
何
に
で
も
興

味
を
持
ち
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
探
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す

る
な
ど
、
ま
ず
は
積
極
的
に
な
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
規
則
正
し
い
生
活
で
健
康
を

保
ち
、
仲
の
い
い
友
人
を
つ
く
り
、
地
域

の
集
ま
り
な
ど
に
も
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

各
地
区
で
行
っ
て
い
る
健
康
相
談
や
地
域

元
気
ク
ラ
ブ
・
老
人
ク
ラ
ブ
、
ま
た
公
民

館
サ
ー
ク
ル
等
に
参
加
し
て
み
る
の
も
い

い
で
す
ね
。

介護保険料の抑制を

めざそう生涯の「健康」と「自立」
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介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
だ

れ
も
が
願
う
こ
と
は
「
自
分
ら
し

く
生
き
る
こ
と
」
。
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
中
で
も
、
自
分
で

で
き
る
こ
と
は
可
能
な
限
り
自
分

で
行
い
、
周
囲
の
人
も
そ
れ
を
支

援
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
過
剰
な
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
身

体
機
能
の
低
下
を
招
き
、
ま
す
ま

す
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
高
齢
者
の
身
体
介
護
、
生
活
援
助
を
行

う
の
が
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
（
訪
問
介
護
）

で
す
が
、
自
分
は
何
も
せ
ず
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
に
頼
っ
て
ば
か
り
い
る
と
、
身
体

機
能
が
弱
っ
て
き
ま
す
。
自
分
で
で
き
る

こ
と
は
な
る
べ
く
自
分
で
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
は
家
政
婦
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
直
接
利
用
者
本
人
の
援

助
に
該
当
し
な
い
行
為
や
日
常
の
援
助
に

該
当
し
な
い
行
為
は
訪
問
介
護
の
対
象
と

は
な
り
ま
せ
ん
。

　
年
齢
を
重
ね
る
と
と
も
に
身
体
機
能
は

弱
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
の

が
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
用
具
で
す
。
た
だ
し
、

自
分
で
起
き
上
が
れ
る
の
に
電
動
ベ
ッ
ド

を
利
用
し
た
り
、
歩
行
つ
え
で
十
分
な
の

に
車
イ
ス
を
使
う
な
ど
、
楽
だ
か
ら
と
い

っ
て
安
易
に
用
具
に
頼
る
と
、
ま
す
ま
す

身
体
機
能
が
弱
っ
て
き
ま
す
。
目
先
の
便

利
さ
に
ま
か
せ
ず
、
自
分
の
状
態
に
あ
っ

た
用
具
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

※
平
成
１８
年
４
月
１
日
か
ら
、
介
護
度
に
よ
り
原
則
保

険
給
付
の
対
象
と
な
ら
な
い
福
祉
用
具
が
あ
り
ま
す
。

相談窓口はこちらです
各種健康診査・健康相談に関すること� 保健介護課保健衛生係・予防係� 蕁６３－１１１３
地域元気クラブ・老人クラブに関すること�宿毛市社会福祉協議会� 蕁６５－７６６５
公民館サークルに関すること� 中央公民館� 蕁６３－２６１８
ボランティア登録に関すること� 生涯学習課� 蕁６３－３３９４
その他介護保険に関すること� 保健介護課介護保険係� 蕁６３－１１１３

適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
を

自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
し
ま
し
ょ
う

住
宅
改
修
は
十
分
な
検
討
を
し
ま
し
ょ
う

生
活
改
善
が
図
ら
れ
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
を

状
態
に
あ
っ
た
福
祉
用
具
を
使
い
ま
し
ょ
う

　
住
宅
改
修
費
の
支
給
は
限
度
額
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
い
っ
た
ん
改
修
し
て
し
ま

う
と
簡
単
に
は
直
せ
ま
せ
ん
。
事
業
者
に

勧
め
ら
れ
る
ま
ま
に
せ
ず
、
家
族
や
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
市
の
介
護
保
険
担
当
者
と

相
談
し
な
が
ら
じ
っ
く
り
と
検
討
し
、
自

分
に
あ
っ
た
改
修
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
ケ
ア
プ
ラ
ン
は
利
用
者
本
人
や
家
族
の

意
向
を
聞
き
、
利
用
者
の
生
活
改
善
に
ど

の
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
か
相
談
し
な
が
ら
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
作
成
し
ま
す
。

　
ま
た
、
心
身
の
状
態
に
変
化
等
が
生
じ

た
ら
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

※
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
っ
て
ど
ん
な
人
？

介
護
の
知
識
を
幅
広
く
持
っ
た
専
門
家

で
す
。
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
や
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
の
手
配
の
ほ
か
、

介
護
を
必
要
と
す
る
方
や

家
族
の
相
談
に
応
じ
た

り
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た

り
し
ま
す
。

イ
ラ
ス
ト
・・
お
く
だ
た
け
し



⑫

お

知

ら

せ

　
今
年
予
定
さ
れ
て
い
る
大
き
な

３
つ
の
行
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
８
月
上
旬
に
は
総
合
運

動
公
園
を
中
心
に
「
早
稲
田
フ
ェ

ス
タ
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年

は
早
稲
田
大
学
建
学
１
２
５
周
年

に
あ
た
り
、
こ
れ
を
記
念
し
た
「
早

稲
田
フ
ェ
ス
タ
」
が
昨
年
ま
で
全

国
で
展
開
さ
れ
て
き
た
も
の
の
締

め
く
く
り
と
し
て
、
こ
の
宿
毛
で

行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
内
容
は
、

早
稲
田
大
学
の
運
動
ク
ラ
ブ
が
来

て
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
を
し
て

い
た
だ
く
な
ど
、
市
民
と
の
交
流

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
バ
レ
ー
、

サ
ッ
カ
ー
、ラ
グ
ビ
ー
、
特
に
あ
の

ハ
ン
カ
チ
王
子
の
所
属
す
る
で
あ

ろ
う
野
球
部
に
は
ぜ
ひ
来
て
い
た

だ
く
よ
う
折
衝
中
で
す
。

　
次
に
「
乗
っ
て
残
そ
う
」
の
合

言
葉
の
下
に
存
続
し
て
い
る
土
佐

く
ろ
し
お
鉄
道
宿
毛
線
が
１０
月
で

開
業
１０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し

た
が
、
１０
周
年
を
記
念
し
て
の
イ

ベ
ン
ト
を
考
え
て
い
ま
す
。
良
い

ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　
ま
た
１０
月
に
は
、宿
毛
湾
港
に「
飛

鳥
Ⅱ
」
の
寄
港
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
他
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
は
昨
年
ま
で
の
実
施
を
反
省
し
て
、

市
民
の
皆
様
と
の
協
働
に
よ
り
、

よ
り
良
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
様
工

夫
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「

○
○
運
動

」
…

　
教
育
関
係
で
「
早
寝
早
起
き
朝

ご
は
ん
運
動
」
を
全
国
展
開
し
た

様
子
が
数
多
く
記
事
に
な
っ
て
い

ま
す
。
著
名
な
方
々
が
こ
の
運
動

の
良
さ
を
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
早
寝
早
起
き

朝
ご
は
ん
状
態
に
持
っ
て
い
け
る

か
と
い
う
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

　
思
い
ま
す
に
、
早
寝
さ
せ
る
の

に
「
早
く
寝
ろ
！
」
と
言
っ
た
っ

て
何
の
効
果
も
な
い
と
。
子
ど
も

が
自
主
的
に
早
寝
す
る
よ
う
に
持

っ
て
い
く
に
は
昼
間
が
大
切
。
昼

間
目
い
っ
ぱ
い
身
体
を
動
か
し
、

頭
を
働
か
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
お

腹
も
空
く
し
、
腹
が
減
れ
ば
好
き

嫌
い
な
く
食
事
も
摂
る
し
、
満
腹

に
な
れ
ば
疲
れ
も
あ
っ
て
眠
く
も

な
る
、
と
い
う
も
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
な
運
動
に
取
り
組
む
皆
さ
ん
、

何
を
ど
う
す
れ
ば
、
何
を
さ
せ
れ

ば
そ
う
な
る
か
、
を
考
え
て
運
動

を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ス
ポ
ー
ツ
観
戦

　
総
合
運
動
公
園
で
は
、
陸
上
、

サ
ッ
カ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
野
球
、

バ
レ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
等
々

い
ろ
い
ろ
な
大
会
が
開
催
さ
れ
、

県
の
内
外
か
ら
も
参
加
者
が
多
く

な
り
、
主
催
者
や
来
賓
と
し
て
の

あ
い
さ
つ
に
行
き
ま
す
が
、
大
会

の
レ
ベ
ル
が
年
々
向
上
し
て
い
る

様
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

今
年
は
８
月
半
ば
過
ぎ
の
高
知
県

陸
上
国
体
予
選
、
秋
に
は
四
国
陸

上
高
校
新
人
大
会
も
誘
致
を
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
い
つ
も
思
う
こ

と
は
応
援
観
客
が
少
な
い
こ
と
で
す
。

大
会
参
加
選
手
は
地
元
（
市
・
校
）

を
代
表
し
て
日
頃
練
習
し
て
き
た

成
果
を
発
揮
す
る
時
、
声
援
が
ど

れ
だ
け
励
み
に
な
る
こ
と
か
。
小

学
生
の
場
合
は
比
較
的
ご
家
族
が

多
く
来
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば

高
校
や
中
学
で
あ
れ
ば
学
校
挙
げ

て
応
援
に
行
く
と
、
子
ど
も
の
協

調
性
の
か
ん
養
に
も
つ
な
が
る
行

為
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
各
選
挙
運
動
の
応
援
も

必
要
で
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
の
応
援

観
戦
も
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
と
こ

ろ
で
す
。宿

毛
の
売
り

　
全
国
地
域
づ
く
り
推
進
協
議
会

の
会
長
と
し
て
、長
岡
市（
新
潟
県
）

で
開
催
の
全
国
交
流
会
議
に
出
席
し
、

全
国
で
継
続
し
て
地
域
お
こ
し
に

取
り
組
ん
で
い
る
会
の
方
々
を
表

彰
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が

工
夫
を
こ
ら
し
て
自
分
の
地
域
の

特
徴
を
活
か
し
た
取
り
組
み
を
発

表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
我
市
も
自
分
の
足
元
を
見
直
し

て
み
れ
ば
、
外
か
ら
み
て
特
徴
の

あ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず

と
思
い
、
庁
内
で
も
話
し
合
っ
て

い
ま
す
。
当
然
の
こ
と
、
何
で
も

な
い
こ
と
を
、
少
し
考
え
や
見
方

を
変
え
て
い
け
ば
い
い
も
の
が
見

つ
か
る
と
思
い
ま
す
。
芋
焼
酎
が

世
間
に
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

直
七
を
高
名
な
料
理
人
が
認
め
て

く
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
イ
ノ

シ
シ
料
理
だ
っ
て
売
り
で
す
。
魚

も
工
夫
次
第
で
す
。

　
人
吉
市
（
熊
本
県
）
で
は
、
余

っ
た
野
菜
を
主
婦
の
方
が
何
で
も

漬
物
に
し
て
全
国
展
開
し
て
い
る

婦
人
会
の
工
房
も
見
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
様
も
お
知
恵
を
出
し

合
っ
て
皆
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

提
案
は
企
画
課
ま
で
、
市
長
直
接

で
も
も
ち
ろ
ん
Ｏ
Ｋ
で
す
。

再
度
ご
協
力
を
！

　
市
の
清
掃
公
社
が
集
め
て
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
運
び
込
ん
で
い

る
ご
み
の
量
は
、
平
成
１７
年
の
１

年
間
で
約
８
、８
０
５
ｔ
、
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
負
担
金
が
い
ろ

い
ろ
含
め
て
約
１
億
５
千
万
円
で
す
。

生
ご
み
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

燃
や
す
の
み
。
こ
の
料
金
算
定
は

持
ち
込
む
ご
み
の
重
さ
で
決
ま
り

ま
す
。
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
が
重

け
れ
ば
重
い
程
多
く
の
金
額
を
払

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
市
民
の
皆
様
へ
の
お
願
い
は
、

家
庭
か
ら
の
ご
み
は
必
ず
分
別
を

し
て
く
だ
さ
い
。
減
量
化
、
軽
量

化
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。
生
ご
み

の
水
切
り
を
し
っ
か
り
す
る
だ
け

で
も
減
量
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

10月に寄港予定の豪華客船「飛鳥Ⅱ」 撮影：中村庸夫
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　暖
房
器
具
に
ご
注
意

　
操
作
が
簡
単
で
便
利
な
暖
房
器

具
も
、
使
い
方
を
間
違
え
る
と
火

災
や
や
け
ど
の
原
因
と
な
る
危
険

な
要
素
を
含
ん
で
い
ま
す
。
次
の

事
項
に
十
分
注
意
し
て
、
暖
か
く

快
適
な
冬
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

・
燃
え
や
す
い
も
の
（
カ
ー
テ
ン
等
）

の
そ
ば
に
置
か
な
い
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
洗
濯
物
を
乾

燥
さ
せ
な
い
。

・
給
油
は
完
全
に
消
火
し
て
か
ら

行
う
。

・
給
油
の
際
は
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ

ン
ク
の
蓋
を
確
実
に
閉
め
る
。

・
外
出
、
就
寝
前
に
は
火
を
消
し
、

ス
イ
ッ
チ
を
切
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
は
、
引
火

性
の
物
や
、
ス
プ
レ
ー
を
使
用

し
な
い
。
ま
た
置
か
な
い
。

・
石
油
ス
ト
ー
ブ
や
石
油
フ
ァ
ン

ヒ
ー
タ
ー
を
使
用
す
る
部
屋
で
は
、

定
期
的
に
（
３０
分
か
ら
１
時
間

に
１
回
）
換
気
を
行
う
。

　
ま
た
、
小
さ
い
子
ど
も
の
い
る

家
庭
で
は
や
け
ど
に
も
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

高
知
の
安
全
を
空
か
ら
守
る

消
防
防
災
ヘ
リ
『
り
ょ
う
ま
』

　
高
知
県
消
防
防
災
航
空
隊
は
、

平
成
８
年
に
発
足
し
、
高
知
龍
馬

空
港
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
隊
員
は
操
縦
士
２
名
、
整
備
士

３
名
と
高
知
県
内
各
消
防
本
部
か

ら
派
遣
さ
れ
た
８
名
の
消
防
職
員

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、「
り
ょ
う
ま
」

と
と
も
に
山
岳
遭
難
、
水
難
事
故
、

林
業
労
働
者
の
事
故
の
救
助
活
動

や
転
院
搬
送
な
ど
の
救
急
活
動
、

ま
た
、
山
火
事
に
お
け
る
消
火
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
り
ょ
う
ま
」
は
、
速
度
性
能
に

優
れ
、
東
西
に
長
く
広
大
な
高
知

県
を
カ
バ
ー
す
る
に
は
最
適
な
機

体
で
あ
り
、
高
知
‐
宿
毛
間
を
約

２５
分
で
結
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

特
に
宿
毛
市
で
は
、
幡
多
け
ん
み

ん
病
院
か
ら
高
知
市
内
や
県
外
へ

の
転
院
搬
送
が
多
く
、
救
急
車
に

く
ら
べ
患
者
さ
ん
に
か
か
る
負
担

が
よ
り
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
県
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を

守
る
た
め
、
今
日
も
「
り
ょ
う
ま
」

は
高
知
の
大
空
を
舞
っ
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
消
防
署

　
薑
６
３
｜

３
１
１
１

　
薨
６
３
｜

３
３
９
６

日
　
時

　
２
月
３
日
（土）

　
１８
時
３０
分
開
演
（
１８
時
開
場
）

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

　
多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料
（
全
席
自
由
席
）

　
１
、０
０
０
円

【
チ
ケ
ッ
ト
販
売
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
商
工
会
議
所（
宿
毛
Ｔ
Ｍ
Ｏ
）

　
蕁
０
８
８
０
―

６
３
―

３
１
２
３

　
商
工
観
光
課

蕁
６
３
―

１
１
１
９

　
宝
く
じ
の
助
成
事
業
を
受
け
ま

し
て
、
作
家
で
動
物
学
者
の
畑
正

憲
さ
ん
を
お
招
き
し
、「
命
に
恋
し

て
〜
世
界
を
旅
し
て
〜
」
と
題
し

た
文
化
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
時

　
２
月
２２
日
（木）

　
１９
時
開
演
（
１８
時
３０
分
開
場
）

場
　
所

　
宿
毛
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

入
場
料

　
無
料

入
場
整
理
券
配
付
所

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
・
各
支
所
・

宿
毛
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

主
　
催

　
宿
毛
市

　
宿
毛
市
教
育
委
員
会

　
高
知
県

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
生
涯
学
習
課

　
蕁
６
３
―

３
３
９
４

　
宿
毛
Ｔ
Ｍ
Ｏ
で
は
、
宿
毛
市
に

ゆ
か
り
の
あ
る
浜
口
庫
之
助
先
生

を
記
念
し
た
音
楽
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　
浜
口
庫
之
助
先
生
の
生
み
出
し

た
数
々
の
名
曲
を
、
市
内
の
楽
団

に
よ
る
演
奏
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

　
今
回
は
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
、

浜
口
庫
之
助
先
生
の
門
下
生
で
あ

る
『
ビ
リ
ー
バ
ン
バ
ン
』
の
菅
原
孝

さ
ん
と
リ
ズ
ム
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・

ス
ク
ー
ル
主
宰
成
田
あ
や
子
さ
ん

を
迎
え
、
出
演
楽
団
の
講
評
や
ト

ー
ク
で
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
あ
の
名
曲

の
披
露
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
会
場
は
全
席
自
由
席
、
チ
ケ
ッ

ト
の
販
売
や
お
問
い
合
わ
せ
は
下

記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

浜
口
庫
之
助
先
生
の
主
な
作
品

・
夜
霧
よ
今
夜
も
有
難
う
・
空
に
太
陽

が
あ
る
限
り
・
バ
ラ
が
咲
い
た
・
人
生

い
ろ
い
ろ
・
星
の
フ
ラ
メ
ン
コ
・
夕
陽

が
泣
い
て
い
る

※
当
日
の
演
奏
曲
は
未
定
で
す

消
さ
な
い
で
あ
な
た
の
心
の
注
意
の
火

浜
口
庫
之
助
音
楽
祭

2
月
3
日
（土）

2
月
22
日
（木）

畑
　

正
憲
　

講
演
会

宝
く
じ
文
化
講
演
会
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市税

分担金・負担金

使用料・手数料

繰入金

その他自主財源

自主財源計

地方交付税

国・県支出金

地方債

その他依存財源

依存財源計

議会費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

2,257,059

227,413

129,330

261,096

504,284

3,379,182

4,076,326

2,454,733

1,438,800

609,380

8,579,239

11,958,421

93,771

9,448

5,373

10,847

20,951

140,390

169,353

101,983

59,776

25,317

356,429

496,818

55,374

△57,769

△12,486

△149,780

114,827

△49,835

30,581

395,268

△52,700

24,708

397,857

348,023

154,000

1,542,740

2,767,502

1,012,866

1,189,681

375,977

1,645,718

313,378

726,761

444,925

1,701,690

11,875,238

6,398

64,094

114,977

42,080

49,426

15,620

68,372

13,019

30,194

18,485

70,698

493,363

△3,540

△33,775

△71,151

22,917

552,328

△29,276

263,659

△14,103

△14,100

89,095

△417,582

344,472

自

主

財

源

依

存

財

源

 歳 入 計

合 計

歳　入
Ｈ１７決算額

（千円）

住民一人あ
たりの金額

（円）

Ｈ１６から
の増減額
（千円）

歳　出
Ｈ１７決算額

（千円）

住民一人あ
たりの金額

（円）

Ｈ１６から
の増減額
（千円）

市税１９%

分担金・負担金
２%

使用料
手数料

１%

繰入金
２%

その他
自主財源
　 　４%

地方交付税 ３４%

国・県支出金 ２１%

地方債 １２%

その他依存財源 ５%

議会費 １%

総務費 １３%

民生費 ２３%

衛生費
９%

農林水産業費 １０%
商工費

３%

土木費 １４%
消防費

３%

教育費 ６%

災害復旧費
４%

公債費 １４%

宿 毛 市
平成17年度

決 算 状 況
決算審査を終了した平成17年度宿毛
市決算状況を報告します。

　平成１７年度の歳入総額は、１１９億５，８４２万
１千円、歳出総額１１８億７，５２３万８千円、歳
入歳出差引額は、８，３１８万３千円で、翌年度
へ繰り越す財源３，４０４万１千円を除く実質収
支は４，９１４万２千円の黒字決算となりました。
　しかし、財源不足を解消するため、財政調
整基金から２億３千万円を取り崩して一般会
計に繰り入れており、実際の収支を表す実質
単年度収支は２億２，６７２万３千円の赤字と
なっています。
　また、決算額は増えていますが、自主財源
は減少しており、今年度以降もより効率的な
財政運営が求められます。

一般会計決算

《用語説明》
市　税：市民税、固定資産税、たばこ税、軽自動車税
繰入金：基金を取り崩して繰り入れた金額
地方債：事業を行うために借り入れた金額
自主財源：地方公共団体が自主的に収入することができる財源
依存財源：国、県により定められたり、割り当てられたりする財源

《用語説明》
民生費：保育所や生活保護などの福祉施策にかかる経費
衛生費：各種予防接種やごみ処理などの衛生施策にかかる経費
公債費：今までに借り入れた借金の償還金

一般会計歳入（平成18年4月1日 住民基本台帳人口 24,070人）

一般会計歳出
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一般会計

簡易水道事業会計

へき地診療事業会計

定期船事業会計

特別養護老人ホーム会計

下水道事業会計

国民宿舎運営事業会計

介護保険事業会計

13,896,849

527,120

4,086

174,689

1,597,600

6,026,226

705,217

57,936

22,989,723

577,351

21,899

170

7,258

66,373

250,363

29,299

2,407

955,119計

会 計 別
平成１７年
度末残高
（千円）

歳 入 総 額 歳 出 総 額 実質収支額 業 務 内 容
歳入のうち一
般会計からの
繰入金

人口一人あ
たりの金額
（円）

簡易水道事業�

国民健康保険事業�

へき地診療事業�

定期船事業�

特別養護老人ホーム�

老人保健�

学校給食事業�

下水道事業�

国民宿舎運営事業�

幡多西部介護認定審査会�

介護保険事業�

計

水道事業

区　分

収益的収支

資本的収支

計�

簡易水道の運営

国民健康保険の運営

沖の島へき地診療所の運営

沖の島市営定期船の運営

老人ホーム千寿園の運営

老人医療の運営

学校給食の運営

下水道全般の運営

国民宿舎椰子の運営

幡多西部介護認定審査会の運営

介護保険の運営

上水道の運営

112,601

2,568,535

60,629

127,266

353,865

2,792,677

267,837

639,179

337,570

4,472

1,674,739

8,939,370

収　入

438,962

0

438,962

103,779

2,562,645

60,629

127,266

346,274

2,822,619

267,733

639,179

337,570

4,472

1,674,739

8,946,905

支　出

429,780

217,816

647,596

8,822

5,890

0

0

7,591

△29,942

104

0

0

0

0

△7,535

補てん財源

217,816

217,816

11,485

260,595

19,612

36,817

0

205,586

163,409

308,488

199,884

0

239,489

1,445,365

収支差引

9,182

0

9,182

（千円）

　この会計は一般会計とは別に特定の事業を
行うための会計です。宿毛市では国民健康保
険事業や下水道事業など１１会計と、企業会計
である水道事業会計があります。

特別会計・企業会計決算

　平成１７年度末現在における住民一人あたり
の総負債額は人口減等の影響で昨年度より１万
円増えて９５万円を超えています。

借入金の状況

　
監
査
委
員
、
市
議
会
決
算
特
別
委
員
か
ら
、
各

会
計
に
お
け
る
予
算
は
、
適
法
か
つ
合
理
的
、
効

果
的
に
執
行
さ
れ
て
い
る
と
の
報
告
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
後
改
善
す
べ
き
点
と
し
て
、
市
税

等
の
未
収
金
の
回
収
や
、
各
特
別
会
計
の
経
営
改

善
等
に
向
け
て
更
に
努
力
す
る
よ
う
意
見
が
付
記

さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
関
係

機
関
の
ご
理
解
や
ご
協
力
を
い
た
だ
き
改
善
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課
財
政
係
　
蕁
６
３
―

１
１
１
１

決
算
審
査
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納
期
限（水）

国　保　税 7期

介護保険料 7期

1
31

1
31 市 役 所 税 務 課 9：0 0 ～ 1 7：0 0

月 日 場 　 所 開 設 時 間

休 日 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

1
※お昼休みも納付できます。

28（日）

市 役 所 税 務 課
〃

17：15～19：00
〃

月 日 場 　 所 開 設 時 間

夜 間 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

1
11（木）
25（木）

開催日 行　　　　事　　　　名 時　間 場　　　所 問い合わせ先

2（火）

5（金）

6（土）

7（日）

9（火）

11（木）

13（土）

14（日）

15（月）

16（火）

17（水）

20（土）

22（月）

23（火）

24（水）

25（木）

26（金）

28（日）

3（土）

4（日）

5（月）

第47回宿毛ロードレース大会

社会保険・年金出張相談

文野杯中学バレーボール交流大会
　～7日（日）

平成19年宿毛市消防出初式

平成19年宿毛市成人式　

ふれあい保育（体験入園）

夜間市税納付窓口開設日

ナイキカップサッカー大会
　～14日（日）

第54回幡西卓球大会

第十八期宿毛市囲碁･将棋名人戦

ふれあい保育（体験入園）

社会保険・年金出張相談

行政相談「定例相談日」

心の健康相談

タッチラグビー体験会

高知県中学新人バレーボール大会
　～21日（日）

あいさつ･声かけ運動日

心の健康相談

献　　　血

献　　　血

夜間市税納付窓口開設日

献　　　血

宿毛市体育協会ミックスバレーボール大会

休日市税納付窓口開設日

浜口庫之助音楽祭

2007早春健全育成ジュニア駅伝大会

公的年金等の確定申告説明会　～6日（火）

総合運動公園　蕁66－1467

市 民 課　蕁63－1112

総合運動公園　蕁66－1467

宿毛消防署　蕁63－3111

生涯学習課　蕁63－3394

各保育園

税 務 課　蕁63－1115

総合運動公園　蕁66－1467

中央公民館　蕁63－2618

宿毛幼稚園　蕁63－2914

市 民 課　蕁63－1112

行政相談委員 松岡陽一 蕁66－0110

幡多福祉保健所 蕁0880－34－5124

総合運動公園　蕁66－1467

総合運動公園　蕁66－1467

宿毛市教育研究所 蕁63－1127

幡多福祉保健所 蕁0880－34－5124

保健介護課　蕁63－1113

税 務 課　蕁63－1115

保健介護課　蕁63－1113

総合運動公園　蕁66－1467

税 務 課　蕁63－1115

宿毛商工会議所　蕁63－3123

総合運動公園　蕁66－1467

中村税務署　蕁0880－35－2135

宿毛市総合社会福祉センター

宿毛市総合運動公園

宿毛市総合社会福祉センター駐車場

宿毛文教センター

市内　各保育園

市役所 税務課

宿毛市総合運動公園

宿毛文教センター

宿毛幼稚園

幡多福祉保健所

宿毛市総合運動公園

市内全域

幡多福祉保健所

サニーマート宿毛店

宿毛警察署

大井田病院

市役所 税務課

旭食品㈱宿毛支店

JA高知はた宿毛支所

宿毛市総合運動公園

市役所 税務課

宿毛文教センター

宿毛文教センター

10:00

10:00

9:00

9:30

13:30

9:30

17:15

9:00

8:30

9:00

10:00

10:00

13:00

13:30

19:00

9:00

13:30

13:00

9:00

13:30

17:15

8:30

10:30

9:00

9:00

18:30

9:40

9:30

市役所 第１会議室
（当日、市民課で受付）

市役所 第１会議室
（当日、市民課で受付）

平田公園多目的広場
（工業団地内）

宿毛市街地
（水道通り～真丁周回）

宿毛文教センター
会議室3

2月

平成19年　1月宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表
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2 月 の 保 健 衛 生 事 業

　　　　　このページに関するお問い合わせは…
　　　　　保健介護課　蕁６３－１１１３

場 　 所 受 付 時 間日

［乳児健康診査］対象児に個人通知します

7（水）
21（水）

12：30～14：00
12：30～14：00

宿毛市総合社会福祉センター
〃

場 　 所 受 付 時 間日

［離乳食講習会］

23（金） 13：30～15：30宿 毛 文 教 セ ン タ ー

場 　 所 実 施 時 間日

［赤ちゃん広場］

5（月）
6（火）
15（木）
27（火）

19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30
19：30～11：30

東部農村環境改善センター
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
西 町 公 会 堂
小筑紫基幹集落センター

場 　 所 受 付 時 間日

［3歳児健康診査］
　対象児（平成15年12月～16年1月生）に個人通知します

14（水） 13：00～14：30宿毛市総合社会福祉センター

母子保健

成人保健　健康相談はどこでも受けることができます。

健康相談
毎回、血圧測定のほか、ミニ講話、介護予防を目的とした
簡単な体操を実施しますので、健康手帳とタオル、水等を
持参してください。

場 　 所 実 施 時 間日
5（月）
6（火）
9（金）
15（木）
19（月）
20（火）
22（木）

23（金）

13：30～15：00
13：30～15：00
18：30～11：00
10：00～10：30
13：30～15：00
13：30～15：00
13：30～15：00
19：30～10：30
18：30～11：00

大 島 公 民 館
湊 集 会 所
鵜 来 島 小 中 学 校
貝 礎 隣 保 館
中 角 集 会 所
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
大 海 老 人 憩 い の 家
古 屋 野 老 人 憩いの 家
鵜 来 島 小 中 学 校

場 　 所 引 取 時 間日
13（火）
22（木）

10：10～10：20
10：10～10：20

宿 毛 市 役 所
〃

犬の引取り

市民の皆さまには献血にご理解とご協力をいただきま
ことにありがとうございます。
尊い県民の生命を守る血液が不足し、毎年1割を県外
から助けられていますが、今年度は2割にも達し、今
後はますます不足することが見込まれます。
県民の生命は県民自身の善意で守りましょう。

高知県赤十字献血センター　蕁088－833－6666

場 　 所 受 付 時 間日
24（水）

25（木）

26（金）

13：00～17：00
19：00～11：30
13：30～17：00
18：30～19：50
10：30～12：00

サ ニ ー マ ー ト 宿 毛 店
宿 毛 警 察 署
大 井 田 病 院
旭 食 品 ㈱ 宿 毛 支 店
ＪＡ高知はた宿毛支所

献　血　積極的なご協力をお願いします。

第１回　メタボリックシンドロームとは
生活習慣病とよばれている主な疾患に「肥満症」、「高血圧」、
「糖尿病」、「高脂血症」などがあります。これらの疾患は、
肥満、特に内臓に脂肪が蓄積した肥満が犯人であると考え
られています。内臓脂肪蓄積により、さまざまな病気が引
き起こされた状態を『メタボリックシンドローム』とよび
ます。
では、なぜメタボリックシンドロームがこわいのでしょう
か？
※つづきは、次回（2月号）でお話していきます。

お腹がぽっこり出た体型（りんご型肥満）は要注意ですよ！！

あなたは　だいじょうぶ？
メタボリックシンドローム予防大作戦！

※献血は1月の予定です。

1月
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「
緊
急
地
震
速
報
」
は
、
震
源
に

近
い
観
測
点
で
地
震
を
検
知
し
、

直
ち
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や
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（
マ
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揺
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す
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。
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と
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地
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す
。

　
し
か
し
、
緊
急
地
震
速
報
に
は
、

情
報
の
提
供
か
ら
大
き
な
揺
れ
が

始
ま
る
ま
で
は
長
い
場
合
で
も
数

十
秒
程
度
で
あ
り
、

①
震
源
に
近
い
と
こ
ろ
で
は
、

情
報
の
提
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が
主
要
動
の
到

達
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
が

あ
る
。

②
震
源
、
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グ
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チ
ュ
ー
ド
、

震
度
等
の
推
定
の
精
度
が
十

分
で
な
い
場
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③
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れ
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や
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故
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誤
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が
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れ
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お
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が
あ
る
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な
ど
の
技
術
的
な
限
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が
あ
り

ま
す
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「
緊
急
地
震
速
報
」
を
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か
？

　
気
象
庁
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踏
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地
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庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
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ご
覧
く
だ
さ
い
。
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①強い揺れから身を守る
『揺れ』から身を守ることができなければ
『津波』から逃げることもできません。

②津波から逃げる
南海地震では必ず『津波』が発生します。

『揺れ』がおさまったらとにかく早く避難
することが大切です。

③地震・津波をよく知る
『地震・津波』のことをよく知り、自主防
災組織、地区などで訓練や話し合いをして、
日ごろから災害に備えておくことが大切で
す。

自分の命は自分で守るが基本じゃが、大きな災害に備えるためには、
隣近所の人たちと協力して取り組むべきことがたくさんあることも忘れて
はならんのじゃ。約２年間地震の恐ろしさや仕組み、対策について勉強し
てきた「南海地震に備えて」は今回で最終回じゃ。でも、これからも時々現
れるのでよろしくたのむのじゃ。

【問い合わせ先】　総務課危機管理係　蕁６３－１１１１ トラフ博士

じしんまん

やなせたかし

最終回

ゆうどうくん

最後は
命を守る３つの方法だぞ～
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